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修士論文要旨
大学生の職業的キャリア未決定および進路選択行動と
　　　　　　　　その関連要因にっいての検討
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　近年、若年者の就業に関するさまざまな問題が、社会間
題として大きく取り上げられている。たとえば、いわゆる
「フリーター」や「NEET（NotinEmployment，Educa－
tion　and　Training）」などの急激な増加は、若年者の就業
の不安定さを物語っているといえる。・このような、若年者
の就業の不安定さは、大学卒業者においても共通しており、
2004年度の大卒者の5人に1人が、就職も進学もしない、
あるいはできないという状況にある。
　このような状況を勘案すると、今日の青年にとって、進路を決
定しないあるいは決定できない状態は、非常に重要な問題だと
考えられる。青年のこうした状態は、進路選択研究の中で進路
未決定（Career　indecision）として取り上げられてきた。これ
までの進路未決定研究では、自已に対する認知要因のみとの
関連の検討であること、実際の進路選択行動との関連が扱わ
れていないことが問題点として挙げられた。
　そこで本論文では、大学生の職業選択における進路未決
定（＝職業的キャリア未決定）に注目して、①学年段階別
の職業的キャリア未決定とそれに関連する認知要因の検討
（研究1，2，3）②進路選択行動との関連の検討（研究
4）の2点を取り上げ、それらにっいて検討を行った。
　研究Iでは、職業的キャリア未決定の学年段階による変
化を明らかにすることを目的とした。大学生797名に、①職
業未決定尺度（下山，1986）を実施した。そして、職業未
決定尺度にっいて下位尺度ごとに性別と学年段階による2
要因分散分析を行った。その結果、それぞれの職業未決定
の全ての下位尺度において学年段階差が得られ、職業的
キャリア未決定の程度がいったん強まり、就職が近づくに
つれ弱まるという推移がみられた。
　研究2では、職業的キャリア未決定に影響する要因のI
つと考えられる就職イメージ尺度を作成することを目的と
した。大学生809名に、①就職に対するイメージに関する自
由記述から作成された就職イメージ尺度②職業レディネス
尺度（下村・堀，1994）を実施した。就職イメージ尺度を
因子分析（最尤法、プロマックス回転）した結果、「否定的
イメージ」「制度的イメージ」「肯定的イメージ」「自立的イ
メージ」の4因子が採用された。α係数から本尺度の信頼
性（α＝．70～．82）および職業レディネス尺度との相関関
係（r＝一．19～．52）から妥当性が確認された。
　研究3では、研究1・2をふまえ、学年段階別に時間的
展望や就職イメージ、進路選択課題認知と職業的キャリア
未決定との関連を明らかにすることを目的とした。大学生
797名に、①時間的展望体験尺度（白井，1994）②職業選択
課題の認知尺度（下村・堀，1994；下村，1997）に「時問的余
裕」（6項目）を加え、再構成した職業選択課題認知尺度③
研究3で作成した就職イメージ尺度④職業未決定尺度（下
山，1986）を実施した。そして、目的変数を職業未決定尺
度得点、説明変数を時問的展望尺度得点、職業選択課題認
知尺度得点、就職イメージ尺度得点とし、学年別にステッ
プワイズ変数選択法による重回帰分析を行った。その結果、
未決定状態によって学年段階別に異なる関連がみられた。
一方で、全学年における職業選択課題の「暖昧性」および
2年生における就職に対する「否定的イメージ」はどの未
決定状態であっても強い関連がみられた。
　最後に研究4では、研究3で用いられた時間的展望や就
職イメージ、進路選択課題認知および職業的キャリア未決
定（2004年10月）と進路選択の開始行動（2004年11月）の関連
を明らかにすることを目的とした。大学3年生74名に、研究
3で用いられた認知要因および職業的キャリア未決定に関
する質問項目、進路選択行動評定項目（開始行動の有無をた
ずねる項目）を実施した。そして、認知要因および職業的
キャリア未決定と進路選択行動との関連を検討するために、
進路選択行動を目的変数とし、第1段階に時間的展望およ
び就職イメージ、進路選択活動認知の認知要因を、第2段階
に職業的キャリア未決定を説明変数として投入した階層的
重回帰分析（ステップワイズ選択法）を行った。その結果、認
知要因と未決定との関連がみられたが、進路選択行動を開始
する以前の認知要因および未決定と進路選択行動との関連は
就職に対する「制度的イメージ」のみとの関連がみられただけ
で、他の認知要因や未決定からの影響はみられなかった。
　本論文の4つの研究から、職業的キャリア未決定と関連する
要因として、自已に対する認知要因のみの考慮だけではなく環
境に対する認知要因の考慮が重要であることと、学年段階別に
未決定状態に影響する要因は異なることが明らかとなった。そ
して、進路選択行動の開始にぽ事前に測定された認知要因
からの影響はほとんどみられず、唯一、就職に対する「制度
的イメージ」との関連があることが明らかとなった。
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